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事例5 食×観光

野生の厄介ものを食べに行く





時に人間を困らせる存在でもあるシカ
やイノシシといったジビエを目玉とし
て，観光客を集める取り組みについて
考えよう。

学習のねらい



牛肉や豚肉，鶏肉といった食べるために
飼育する家畜の肉に対して，狩猟して食
材とする野生の動物の肉を「ジビエ」と
いう。

ジビエ料理は，タンパク質が豊富、低カ
ロリーで美味しいため人気となっている。

１．野生の厄介ものは栄養満点！①



シカやイノシシは，農産物を
荒らす厄介ものでもある。

農林水産省によると，
野生の鳥獣による
農作物への被害は，毎年
約160億円にのぼる。

１．野生の厄介ものは栄養満点！②



2021年シカは72万頭，イノシシは53万
頭が捕獲されているが，食肉利用される
のは自家消費を除くとわずか10％程度。

残りの90％の処分費用は，地方自治体
などの大きな負担になっている。

１．野生の厄介ものは栄養満点！③



狩猟を行うハンター（猟師）の高齢化や
低い手当によって，今後は捕獲すること
も困難になる状況が懸念されている。

１．野生の厄介ものは栄養満点！④

▼全国の年齢別狩猟免許所持者数



岩手県大槌町のMOMIJI株式会社

プロハンターに同行する狩猟見学やジビ
エを食する体験を提供する「大槌ジビエ
ツーリズム」を展開したり，大槌町でと
れた鹿肉をブランド化して販売。

２．ジビエをフードツーリズムの
目玉に①



大槌町では，鳥獣被害を軽減するための
ジビエ事業を持続的なものにするため，
ジビエの狩猟・消費・体験のサイクルを
まわす「大槌ジビエサイクル」を推進。

２．ジビエをフードツーリズムの
目玉に②



地域の食や食文化を楽しむ観光
⇒「フードツーリズム」

静岡県富士宮市の富士宮やきそばなどの
B級グルメや香川県の「うどん県」など
が広く知られている。

２．ジビエをフードツーリズムの
目玉に③



シカやイノシシは，絶滅させてはいけな
いが，その一方で増えすぎると，農作物
の被害だけでなく，交通事故や人への危
害などの危険も増える。

増えすぎてしまった鳥獣は駆除するだけ
でなく，有益に利活用することが重要。

３．野生鳥獣とどう付き合うか①



鳥獣をジビエとして観光資源と考え，観
光の目玉にすえることは，二つの点から
有効な取り組みである。

一つは経済効果。処分で支出されるはず
だった費用が，料理になることで収益に
転じ、大きな経済効果になる。

３．野生鳥獣とどう付き合うか②



もう一つは，農作物被害の軽減といった
社会的課題の解決や，それに伴う食生活
の豊かさの実現。

増えすぎた鳥獣という野生の厄介ものを
食に利用することは，サステナビリティ
につながる。

３．野生鳥獣とどう付き合うか③



ジビエの栄養的な価値だけではなく，こ
うした地域や経済，社会貢献の価値を伝
えることも大事。

ジビエの普及と需要喚起を目的としたジ
ビエに関する専門サイト「ジビエト」が
開設されている。

３．野生鳥獣とどう付き合うか④



ジビエや野生鳥獣を観光資源とし
て活用している事例を調べよう。

WORK①



各地でジビエツーリズムを推進し
ているのはどのような団体か調べて
みよう。

Advance①



ジビエを観光に取り入れることの
メリットをYチャートを使って整理
してみよう。

WORK②



各自が整理したことやデメリット
についてグループで話し合ってみよ
う。

Advance②



自分の住んでいる地域の伝統食や
名物を調べ，観光の目玉にするには
どうしたらよいか考えよう。

WORK③



上記で考えたアイデアをもとにツ
アーを開催するとしたら，開催にあ
たりどのような人や団体に協力して
もらう必要があるか，どのような課
題があるかを話し合あってみよう。

Advance③



自分の住んでいる地域の課題解決
に観光が役立てられないかを考えて
みよう。

WORK④



自分で考えたプランと似たような
事例が実際にないか調べてみよう。

Advance④
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